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基本課題6 一人ひとりに応じた健康づくりと困難を抱えた人々への支援

基本課題7 国際的な協調とジェンダー平等の視点による多文化共生の推進

プランに使われているこの言葉、ご存じですか？

⃝エンパワーメント

⃝リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

⃝ワーク・ライフ・バランス

　自ら主体的に行動することによって状況を変える力をつけることです。また、「潜在的
に持っている力を伸ばすこと」の意味でも使われます。

　すべてのカップルと個人が、自分たちの子どもの数、出産間隔、出産する時期を自由にかつ責任をもって決定でき、そ
のための情報と手段を得ることができる権利のことです。性生活や妊娠・出産などにおける女性の自己決定権や、カップ
ルが健康な子どもを持つことができる最善の機会が得られるような適切なヘルスケア・サービスを利用できる権利も含ま
れます。

　仕事にやりがいや充実感を感じ、責任を果たしながら、その一方で、子育てや介護、家庭や地域での生活、自己啓発な
どといった、個々の私生活も充実させるという考え方です。
　「仕事」と「生活」の「調和」を図ることは、豊かで充実した人生を送るための必須条件です。

施策の方向
①リプロダクティブ・ヘルス/ライツ(性と生殖に関する健康と権利）についての正しい知識の普及促進
②安心して産み育てられる環境の整備
③生活上の困難を抱えた人々への支援
④女性・男性の更年期、ストレス、自殺防止に関する情報提供
⑤スポーツ活動と健康診断などによる健康の保持・増進

施策の方向
①ジェンダー平等に関連する国際規範・基準についての情報提供
②外国人を対象とした相談窓口の設置とジェンダー平等に関する情報提供

基本課題8 防災・災害復興におけるジェンダー平等の推進

施策の方向
①地域防災体制のジェンダー平等の推進
②避難所運営への女性の参画

　誰もが生き生きと安心して暮らしていくために、市民の誰もが心と体の健康について正しい知識を身
につけ、自ら主体的に健康づくりに取り組めるよう、生涯を通じた健康支援を行います。またジェンダ
ー平等の視点による多文化共生、防災・災害復興の取り組みを行います。

誰もが生き生きと安心して暮らせる環境づくり
基本目標
Ⅲ

ちょっと一息

主
な
評
価
指
標

⃝家族に中学生以下の子どもがいる市民のうち「子
育てがしやすいまちだと思う」市民の割合

⃝ジェンダーギャップ指数を知っている人の割合

現状値　49.1％
( 令和 4(2022) 年度 )

目標値　80.0％
( 令和 13(2031) 年度 )

現状値 女性：32.8％
 男性：29.8％
( 令和 4(2022) 年度 )

目標値 女性：40.0％
 男性：40.0％
( 令和 12(2030) 年度 )

このプランで使われる用語の意味です




